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本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として
≪一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会≫が実施した

令和５年度「専修学校留学生の学びの推進支援事業」の成果をとりまとめたものです。
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はじめに

コロナ禍後の留学生回帰が本格化してきた現在、18歳人口の減少の中、大
学、専門学校等による学生獲得はコロナ禍前よりも競争が激しくなってき
ているといえます。そこには留学生の東京、大阪等の大都市への集中とい
う現象の中で、特に地方都市にあっては、留学生獲得により、経営の安定
を図らなければならない学校が今後も増え続けるのは必至であり、同時に
18歳人口の減少は企業にとっても人材獲得という点では、企業の事業計画、
経営戦略への影響も出てくることは想像に難くないところであります。
このような中にあって、本事業の目的は、岡山県という地方都市におけ

る留学生の「入り口と出口」すなわち「留学生の募集誘致・教育・就職定
住」といういわば「ワンストップ岡山」の仕組みを構築していくこと、そ
れは留学生が本県（岡山）のような地方都市に安心して定住してもらうこ
とを目的に事業を進めていくことにあります。このことは地域にとって多
文化共生の社会つくりへの貢献であり、企業にとっては企業の多様性ダイ
バーシティーによる企業としての発展への貢献でもあると自負しておりま
す。
現在、外国人による就労は、2019年施行の「特定技能」に大きく傾い

ていると思われますが、このような中にあって、私たち「一般社団法人岡
山県専修学校各種学校振興会」は、上述したように地元企業に貢献できる
留学生の高度人材育成を行っていくことが、専修学校、各種学校としての
社会的使命であると認識しております。
本事業は、本県（岡山）が海外からの留学生にとって魅力ある留学の地

であり、働き甲斐のある会社企業が多くあり、そして安心して暮らせる都
市であるということを海外に発信し、多くの留学生の誘致を図り、日本語
教育、専門課程教育、そして就職定住という「ワンストップ岡山モデル」
の構築を進めてまいりました。
今後、岡山県下の行政や企業様にも、本事業の取り組みを周知され、多

方面での留学生受入の機運が高まることを願い、地域の方々、企業の方々、
そして外国人の方々による多文化共生社会が醸成していくことに期待した
いと思っております。
最後に、本事業の推進にあたって、アンケート調査等にご協力いただい

た学校、企業様、関連団体、行政機関の皆様をはじめ、様々な方面からの
多大なご支援とご協力をいただきましたことを深く感謝申し上げるととも
に、今後ともご指導賜りますようお願い申し上げます。

一般社団法人 岡山県専修学校各種学校振興会

会長 平田眞一
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令和５年度「専修学校留学生の学びの支援推進事業」
仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

成果報告書

１．事業の概要

「一般社団法人 岡山県専修学校各種学校振興会」(以下「岡専各」)加盟の
専修学校等は、留学生を受け入れるための環境整備において、大都市圏の
専修学校等に比べ大きく遅れをとっており、と同時にグローバル化は進ん
でおらず、また、少子化の影響を受けて、日本人学生数も減少傾向にあり、
学生の確保が深刻な課題となっている状況である。

それを受けて、令和4年度に留学生受け入れ体制をつくるべく本事業を開始し
た。多言語ウェブサイトや日本語アプリおよび多言語動画の制作により、海外
在住の外国人に対して岡山進学フェアを行い、是非岡山県へ留学したいと思
える動機付けを行った。また、インドのIT教育機関とMOUを締結し、日本への
人材輩出に勢いをつけることができた。
さらに、日本語学習アプリと在籍管理システムの制作と運用により、留学生の
学修と生活サポートをより効率よく効果的に行う体制を構築した。さらに、岡山
県下の行政や企業にも本事業を周知し、留学生向けの就職フェアを実施でき
た。
さて、昨今出入国在留管理庁が外国人の生活相談にのる専門職として「外国
人支援コーディネーター」を置くことが発表された。（日経新聞令和5年4月14日
付）。更に政府は3月17日の教育未来創造会議で、2033年までに外国人留学
生を40万人受け入れる目標を示した。特に少子化の日本ではDX化を進めるた
めに、IT人材の確保は急務となっているのは周知の事実である。よってこの目
標は、昨今大きく回復しつつある宿泊分野（特にインバウンド市場）に加え、IT
分野とそのITを活用したDX介護やDX貿易分野での就労も含まれていると考え
られる。本事業で輩出する留学生は、一定のITスキルや知識を持っており、特
に、介護や貿易分野及びインバウンド市場において、留学生の就労によって、
効率的なサービスの提供や国際的なビジネスの発展が期待される。このこと
により、日本の産業や経済に貢献することができる。

さらに、分野横断連絡調整会議の実施を通じて、岡山県下の行政や企業
にも、本事業の周知を実施し、多方面で留学生受け入れの機運を醸成し、
就労支援を行う。特に、介護及び観光等分野の企業に対して、専修学校で
ITを学ぶ留学生を輩出し、岡山県にとって、国際的な人材を活用したDX
化を推進する契機とする。ワンストップ岡山モデルを構築していく。
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2.当該地域において取組を進める意義

A）岡山県の外国人留学生の受け入れ状況

「岡専各」は、県内の専修学校等60校・約70％を束ねる組織だが、加盟の専修
学校等において、留学生を受け入れている学校は、わずかに10校程度であり、首都圏
をはじめとする大都市圏に比べて、留学生の受入れで大きく遅れをとっている状況で
あった。また、岡専各としても、留学生募集のノウハウやネットワークが脆弱な状況で
あった。また少子化で日本人学生の確保も困難になりつつある。

岡山県では、少子高齢化対策として、下記岡山県人口ビジョン（以下、「ビ
ジョン」という）を示している。岡山県のビジョンにも沿い、岡山駅周辺の街中
心部だけでなく、日本が最重要課題のひとつとしている中山間地域での持続発
展な街づくりを進めていく構想である。そのような岡山県の背景において、中山
間地域において、その取組を促進させるためには、外国人の活躍は必須である。
そこで、岡専各加盟校に加え、日本語教育機関、行政及び企業が連携し、留学生
の養成と就職支援を進めることを本事業の骨格の一つとしたい。同時に県内企
業においても、優秀な人材及び若年層の獲得が課題となっている状況であり、留
学生受け入れ拡大と高度人材としての育成が必要である。

県内中小企業においても、専修学校等による留学生の高度人材の育成が求められて
いる。県は、留学生増加計画を策定するなどし、岡専各がその仲介的役割を担うこと
に期待が高まっている。

昨年度より、対象分野と国について、まず岡山県内で人材不足が常態化または今後
深刻になり、且つ留学生の就職実績があるIT・ホテル宿泊・介護の3分野を選定してい
る。また、ターゲット国として、日本留学実績が高く3分野に就職実績があるネパールと
ベトナム、及びIT人材を世界に輩出しており14億という豊富な人口と多民族の多種多
様な価値観を有するインド、以上の3か国を選定した。

そのような背景のもと、本事業では令和4年度に専修学校・各種学校の海外連携を深
めるため、海外視察を実施し、インドはKLE テクノロジカル大学との連携協定＝MOU
を締結した。さらに現地日本語学校とも交流を行い、日本留学希望者を確保した。本年
度はインド教育機関との連携をさらに深め、就職の機会も創出するべく、現地での対面
での日本・岡山留学就職説明会を開催する。

B）外国人留学生の受け入れ推進に向けたターゲット国（地域）と分野

インド ベトナム ネパール

IT分野 ホテル宿泊分野 介護分野
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令和５年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

３，本年度実施した具体的な取組
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3．本年度実施した具体的な取組

3.1 インド市場の深掘り

昨年度、インドで成功した現地IT大学との連携協定MOU締結を受けての取
り組み

昨年度、インドで成功した現地IT大学との連携協定MOU締結を受けて、引き続き、別のIT大学と
のMOU締結を行うため、インド市場を開拓していった。
具体的には、今年度、Parul University、MIT World Peace University、MIT Art, Design & 

Technology University、FUEL Business SchoolとMOUを締結し、岡山県へのインド留学生の増
加に努める。昨年度実施したフバリのKLE テクノロジカル大学との連携を含め、来年度以降は、
実際的な来日留学説明会を実施していきたい。
各大学では、実際に日本へ留学を希望するインド人留学生を確保すると同時に、日本で就職予定
のインド人留学生と、その人材を雇用する予定の企業など具体的な就職実績を紹介し、インド国
内へ周知をしていった。方法として、現地での対面交流会に加え、オンライン交流も行った。令和4

年度の2Dオンラインツールではなく、令和5年度は３Dへ発展させてメタバースを活用し、インド視
察で得たネットワークを活用することで、インドでの周知をかそくさせた。
また、新たな取り組みとして岡山市と情報交換し、岡山県が姉妹都市提携を結んでいるプネーと
の交流事業を進めるきっかけをつくった。岡山市議である森山氏に紹介して頂き、プネー市の皆
様との交流をはかった。プネーはインドに20以上あるという公用語の一つであるマナティー語を話
し、その文法は日本語と似ているといわれており、日本語学習熱が高い。過去にはプネー・岡山
友好公園が建設され、それは岡山の後楽園がモデルになっている。過去には岡山商工会議所も
企業視察団を派遣し、実際に日本の工業製品の商談をプネーで行うなど、積極的な交流をしてき
た経緯がある。今回はプネーとの深い人脈を持つ学校法人森教育学園にも支援を仰ぎ、事業は
具体的になった。コロナ禍以前から岡山との交流頻度が滞っていたプネーであるが、現地プネー
に本部を置くAssociation of Friends of Japan (AFJ)とも密な情報交換を行い上記大学とのMOU

を締結するに至った。今後はインドおよび日本において、学生交流および日本での就労を目的と
した企業と学生との交流会も開催していきたい。。IT人材は欧米等に行く人材も大変多いが、日本
語学習熱が高い地域でもあるので、一定数の日本就職希望者の確保は可能だと考えている。
さらに、昨年度、今年度の視察で得た、国際人材送り出し企業であるsilver peakのネットワークに
より、その代表が岡山県にお越しになり、その様子を動画に収めた。
ただし、今回のインド視察で浮き彫りになった課題もある。日本の大学との連携を深める希望をも
つ学生は多いが、専門学校との連携を深める希望は少ない。今後は、大学に比べたときの専門
学校の魅力と優位性について、今一度周知する必要がある。

MOU締結
・Parul University

・MIT World Peace University、
・MIT Art, Design & Technology University、
・FUEL Business School
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3.2    オンライ学習コンテンツの新機能開発

A, 日本語指導アプリ「Go To Okayama」の新機能開発

今年度の更なる取り組みとしては、昨年度が来日前の外国人への指導のみだった
が、今年度は来日後に日本語教育機関に在籍する留学生への指導に比重を移す。
学校法人格の日本語教育機関との連携を行い、具体的に、Ｎ３及びＮ２を中心とした
日本語学習問題を追加するとともに、岡山の専門学校に関わる問題を掲載し、解い
てもらうことで、岡山の専門学校の情報を周知することができる工夫を行う

(1)オンライン学習コンテンツとして、昨年度、来日前の外国人へ向けたものだ
ったが、今年度は、各学校法人日本語教育機関と連携し、来日後に日本語学校
等に在籍する留学生に特化したものとする。留学生が卒業後、具体的に岡山県
内で就職するイメージを喚起させる

(2)多言語対応学習アプリのアップデート：１）学習サポートへの課題に対して
は、いつでもどこでも学べるアプリで時差の問題を払拭。２）スマホに合わせ
たレイアウトを適用。３）学習進捗をリアルタイムで共有できる機能により授
業効率を上げることによって課題解決を図る。日本語能力のN5、Ｎ４の日本語
学習者に加え、今年度はN3、N2の問題を追加。言語も日本語、英語、ベトナム
語に加え、中国語とインドネシア語を追加。在留資格の問題、日本での生活
（ゴミ出しルール、市役所手続き等）さらに岡山の専門学校に関わる問題を追
加。多言語で学べる。

(3)学習サポート体制の整備についてはオンライン学習には上述の多言語学習ア
プリを活用することで、留学生の来日時の迅速な生活立ち上げだけでなく、留
学後の学習も可能にする。アプリの学習進捗の共有機能は、教員が学修サポー
トの効果を向上させる。

日本語学習アプリ「GoToOkayama日本語学習アプリ」

https://app.gotojapan-okayama.com/login

アンドロイド

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.okasenkaku

iPhone 

https://apps.apple.com/app/id6444712847

https://app.gotojapan-okayama.com/login
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.okasenkaku
https://apps.apple.com/app/id6444712847
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3.2    オンライ学習コンテンツの新機能開発

B, 介護福祉分野の多言語アプリ開発

本事業の取組分野の一つである介護福祉分野において人材の確保と教育の質の向
上のため、新たに介護福祉士試験過去問題解説含む介護の問題が解けるアプリの
開発

(1)オンライン学習コンテンツとして、1）介護福祉士試験過去問解説含む介護
の問題。2）個人別で間違えた問題を繰り返し学習。3）模擬試験のように、答
え合わせを最後に実施。

(2)意見を検討し、反映。
・学生にとって紙媒体のものより格段になじみやすい。
・進捗状況の詳細（問題の正誤の状況など）が把握できる。
・隙間の時間で取り組みやすく、モチベーションが保ちやすい。
・回答順による単純記憶で回答できないように、ランダムに出題する機能
・日本語・英語・ベトナム語に対応。

介護福祉分野の多言語アプリ「Care Go」

iPhone

https://apps.apple.com/jp/app/carego/id6452981971

アンドロイド

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.jis.carego&pli=1

KPI項目 1カ年目
（R4年度）

2カ年目
（R5年度)

3カ年目
（R6年度）

学習アプリ利用数 目標値 100人 300人 400人

実績値 33人 132人 -

達成率 33％ 44％ -
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3.3 在留資格認定証明書の申請手続き及び在籍管理システムの新機能開発

外国人にとって、日本の行政手続きや申請等は煩雑でありためその部分を外国
現地のエージェントが法外な手数料を得て作成するケースが多い。それを改善
するシステム開発を検討する。検討する手続きの一つが、「在留資格認定証明
書（COE）の申請手続き」である。現行の手続きは、留学を希望する学生から
受領した申請書を手作業で入力し、添付書類を受け取り、内容確認の上、出入
国在留管理庁に提出という手続き工数が多い流れを取っている。

外国人にとって煩雑な「在留資格認定証明書（COE）の申請手続き」を昨年開
発した「在籍管理システム」をアップデートすることで、 「在留資格認定証明
書（COE）の申請手続き」及び「在籍管理システム」をITツール連携により、
効率化。在留資格認定証明書の申請手続きの工数が軽減できる。

【在留資格認定証明書（COE）の申請手続き】

《学校向け機能》

1.ログインと管理:

L管理者アカウントにログインし、管理機能にアクセス。

L 学校情報の閲覧と編集。

L新しい学生の追加、既存の学生情報の編集と削除。

2.情報の管理:

L学生リストを一括インポート。

L 各学生の詳細情報の閲覧。

Lビザ取得プロセスに関連する添付ファイルの閲覧と管理。

L日本語・英語・ベトナム語対応

3.チャット機能:

L学校と学生の間でのオンラインチャット機能。

《学生向け機能》

1,多言語対応

L日本語・英語・ベトナム語対応

2,情報管理

Lビザ取得に必要な情報の入力と編集

Lビザ取得に関連するファイルのアップロード

3,チャット機能

L学校と学生の間でオンラインチャット機能
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3.3 在留資格認定証明書の申請手続き及び在籍管理システムの新機能開発

【在籍管理システムの新機能開発】

学生情報

L学校で学生登録すると、学生のアカウントを自動で発行

L学校からのアカウント情報で学生がログイン可能。

学生ダッシュボード

L学生自身で出席率の平均、取得単位などの確認ができる。

出席一覧、成績一覧

時間割確認

各書類申請フォーム

L卒業証明書、在籍証明書等、学校へ証明書発行の申し込み

《教育機関への導入》

岡山外語学院（推進委員会委員）

日本ITビジネスカレッジ（推進委員会委員）

倉敷ファッションカレッジ（推進委員会委員）

【感想】
〇システムとしてはとても良い。

〇学校担当者が変わっても、このシステムがあれば引継いでやりやすくな
ると感じた。
〇小さなミスを防ぐことができ、業務を効率化できるのではと感じた。
〇共通システムを導入しているため、API連携できると良い。
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留学生在籍管理システム

在留資格認定証明書（COE）の申請手続き
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3.4 岡山県留学生就職マッチングシステムの新機能開発

《課題と改善》

(1)留学生が求人情報にアクセスしやすく: 昨年度はログインしたユーザーのみ
求人一覧を観覧することできず、「使いづらい」「ログインしなくても求人が
確認みれるようにしてほしい」との意見があり改善。ユーザーの利便性を向上
させることを目的とし、求人一覧はログインしなくても参照できるように改善。
また、学生ユーザーの登録が分かりにくいとの意見もあり、登録方法をユーザ
ー情報のみで利用できるように簡素化。

(2)企業に留学生人材へ興味をもってもらう:留学生のもつスキルはさまざまで
あり、その情報を広く公開することでより多くの企業に留学生人材に興味をも
ってもらえるよう、ログインしなくても求職者一覧（個人情報は伏せた状態）
を観覧できるようにす。

(3)アルバイト情報の提供: 就職の求人情報に加えて、アルバイトなどの仕事情
報も提供することで、留学生により多様な雇用機会を提供する。

Jobs in Okayama

https://work.gotojapan-okayama.com/

https://work.gotojapan-okayama.com/
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3.5  ３Dメタバースを活用した就職説明会の開催

オンライン交流会開催 ２DのoViceから３Dメタバースへ
昨年度oViceを使用したが、知名度が低く、感覚的な操作が難しいこともあり、
経験無しの参加者への説明に時間を要した。解決策として、他のプラットフォ
ームに切り替えると、使用しやすくなるのではないかという結論に至り、昨年
度も検討の俎上に載った3Dメタバースのサービスを利用することとした。

①岡山留学説明会
A、海外から日本の日本語学校へ
B,日本の日本語学校から専門学校へ
事前に海外の教育機関（現地日本語学校）や日本国内の日本語学校を介した

周知活動を行った。昨年度は1回あたり10数人程度の参加だったが、今年度は1
回あたり50人ほどの参加者となった。

②留学生のための就職説明会を通じての就職支援の強化
昨年度10社が参加した就職説明会の規模を拡大させ、16社の企業が参加。
また、企業へのアンケート調査をベースに、マッチング機能を充実させること
で、岡山へ留学中の留学生の就職支援を後押し。就職活動を効率的に実施。
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4．その他付随して実施した取り組み

本事業ではアンケートによる調査を実施した。

◎調査目的

２）2021年度からのコロナ禍により、コロナ禍前とは異なる異常な留学生の
募集と入学となった日本語学校、専門学校（専門課程）の留学生の募集の状況
を少ないサンプルではあるが、委員会での委員の現況報告を実証的に調査した。

３）本年度の本事業において特に仮想空間とICT活用が主な事業実施の核であ
ることから、「事業実施に伴うアウトプット」における各項目について、次年
度にアンケート調査を行うことによって、海外における学習者と学校関係者の
問題の指摘と要望、更には事業への評価の集約を行い、同様のことを日本国内
の留学生、学校機関、企業にも調査を実施し、事業実施による成果、測定指標
を達成させていくこととしたい。

◎特にコロナ禍前の学生31万人への回復を進める中、いわばリセットされ本事
業でのアプリ、システム開発によりコロナ禍前のネパール、ベトナム等の学生
の「質」の比較という点(例えば来日後のN3.N2.N1取得率比較)で学習意欲の違
い、就職へのモチベーション維持といったことも検証できる可能性がある国を
対象国としたい。
①調査対象者は以下とする

A学生： 国内学生

B学校： 国内学校(日本語学校 専門学校)

C協力企業

調査方式：アンケートを実施する。

Webの回答フォーム方式。この調査は、広く意見を募りより多くの調査ｎ
数を獲得するために導入する。

調査結果の成果への活用

アンケート調査の目的をもとに、調査結果を総合的に分析し、課題と問題点
だけでなく、評価を得た箇所においても次年度事業に活かすことにより、KPI
の目標値を達成させていく。そのためにも、アンケートにおける調査で特に重
要なところは、日本国内や対象国における日本留学に関心をもっている学習者
及び動画視聴者であり、これらの数値を上げることが本事業の基礎である。よ
って学習者側の意見や要望を「交流会」という場で学校、企業の要望と課題を
シンクロさせることが非常に重要であり、交流会のテーマの選定は、令和6年
度と継続していく中で、参加者も含め可変的な要素のある実施項目である。
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令和５年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

５,事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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5,1 インド市場の深掘り

インド視察報告

日本ITビジネスカレッジ

田中旬一

下記の通り、インド視察を行った。8つの教育機関を訪問し、総じてイ
ンドから岡山への留学生招致広報活動及びヒアリングを実施した。中で
も、Parul Universityと岡山県専修学校各種学校振興会は、友好提携を締結
することに成功し、先方様ネットメディアにも掲載された。

各視察参加者4名のプロフィール及び私以外3名の視察の感想も下記に
記載する。

プロフィール

所属 学校法人せとうち

氏名 田中旬一

1979年 岡山県生まれ

2003年 九州大学法学部政治学科卒業

2005年 ㈱ファーストリテイリング退社

2017年 学校法人せとうち 理事長

2022年 一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会

専修学校留学生の学びの支援推進事業

実施委員会 委員
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【訪問先紹介】

《確認事項》

●日本での留学、就職について、どんな分野へ興味ありか確認（IT/ホテル観光/ビジネス
等）

●認知度確認

①Delhi 日本語学校 /Furusawa Japanese Academy 

住所：A-3,Second FLOOR, RAJOURI GARDEN, NEW DELHI-110027,INDIA

WHAT'S TSUBOMI??

Furusawa academy in providing the training and required proficiency that will enable the students 
to crack JLPT (Japanese Language Proficiency Test).The best part of the course is that along with the 
language training, students are also given insight on the mannerism, culture, business etiquettes 
and corporate manners observed in Japan

https://furusawaacademy.com

②-1 Vadodara Parul University

住所: P.O. Limda, Tal. Waghodia, Vadodara - 391760, Gujarat, India

概要：IT含む総合大学。今後、岡山県との交流を始める予定。

What is Parul University Vadodara famous for?

Research Oriented Academics/International Research Collaborations. /DSIR Recognized for 
Industrial Research./State of The Art Research Facilities.

②-2 Desportz- Institute Of Sport Management

住所: Office No: 8 Block A Temenos Business Park, Akshar Chowk, Vadodara, Gujarat

概要：The Desportz Institute educates athletes, sports, and business professionals to become 
leaders in sport management.Desportz is the premier institute in Vadodara, Gujarat, India to 
collaborate with universities, colleges, and institutions that offer courses in sports management. 
Identifying the need for experts in the industry, Desportz empowers its students with basic and 
advanced theories and techniques in the disciplines of management, marketing, merchandising, 
tourism, law, psychology, rehabilitation, nutrition, etc. related to the field of sports.

③Pune

person who arranges: Mr. Sameer

destination

Address.

Summary
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④Pune MIT-ADT University

person who arranges: Mr. Isogai

Loni Kalbhor, Pune:

https://mituniversity.ac.in/

Meeting with Dr. Mangesh Karad, Executive President & Vice Chancellor (Mobile: 98-2203-7150)

Meeting time is fixed at 11:30a

Meeting location at his office in the MANET building.

Please arrive at the location well in advance by 11am.

MIT-ADT may offer a Campus/Dome/Museum tour followed by lunch at their guest house.

⑤Pune Indo-Japan Business Council (IJBC)

person who arranges: Mr. Isogai

Aundh, Pune:

https://www.ijbc.org/

https://www.konnichiwa.ijbc.org/

https://maps.app.goo.gl/YZV1NTAgbgrZtL4g7?g_st=iw

Meeting with Mr. Siddharth Deshmukh, President

Meeting time is fixed at 3pm

Meeting location at his office in Aundh.

Please try to arrive early before 3pm.

Please inform him of your departure time from MIT-ADT. (Mobile: 98-9064-5779)

⑥Pune Friends Union for Energising Lives (FUEL)

person who arranges: Mr. Sameer

destination

Address.

Summary

Brief about Mr. Ketan Deshpande: -

Ketan Deshpande, Founder of Friends Union for Energising Lives (FUEL).

Awarded by The Champions of Change-2017 by Niti Aayog and honored by Prime Minister Shri 
Narendra Modi Ji, he is also a Pavate Fellow of Judge Business School, University Of Cambridge, UK. 
Appreciated by former President Dr. APJ Abdul Kalam, Ketan, one of the youngest Ashoka Fellows, 
is dedicated to establishing FUEL Skill-Tech & Entrepreneurship University in Pune. Serving as Group 
Chairman of Fuel Business School, FUEL has positively impacted 1.1 million lives, empowering 
underserved youth across India through impactful CSR partnerships.

Video link : https://youtube.com/watch?v=rgDYF1eTb80&feature=sharea
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⑦Pune IT Preneur

https://itpreneurpune.com/

Contact Person Mr. Yogesh Patil

⑧Delhi 日本海日本語学校

Summary 👍Japanese native to teach Japanese language conversation & to pass JLPT N5 to 
N1 for Indians. 
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参加者プロフィール及び
視察の感想

プロフィール 

 

所属 株式会社システムズナカシマ 

氏名 井上 伸一 

 

 

1954 年 岡山県生まれ 

1977 年 私立千葉工業大学工学部電気工学科卒業 

1977 年 株式会社両備システムズ 入社 

2004 年 学校法人岡山科学技術学園 入園 

2019 年 株式会社システムズナカシマ 入社 現在に至る 

2021 年 一般社団法人吉備高原オープンイノベーション協会 専務理事 現職と兼務 

2022 年、2023 年 一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会  

専修学校留学生の学びの支援推進事業 実施委員会 委員 
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プロフィール

氏名 宮嶋志保
所属 アジアマーケティング株式会社

2018年 日本ITビジネスカレッジ広報開始
2022年 岡山県専修学校各種学校振興会 インド広報開始
2023年 グロービス経営大学院卒業
2023年 アジアマーケティング株式会社委託契約
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-31-



-32-

プロフィール 

 

所属 学校法人せとうち 日本 IT ビジネスカレッジ 

氏名 スベディ ナビン 

 

 

   ネパール生まれ 

２０１３年 来日 ニルス日本語学校入学 

２０１５年 ニルス日本語学校卒業 

２０１６年 九州英数学館国際言語学院 卒業 

２０１８年 福岡工業大学短期大学部卒業 

２０１８年 学校法人 東アジア学園 日本語学学校 入社 

２０１９年 学校法人せとうち 日本 IT ビジネスカレッジ 入社 現在に至る 

２０２１年 NPO 法人国際協力研究所・岡山（NPO ICOI） 理事 現職と兼務 
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YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=9zroI899Ek8

インド向け動画制作

令和４年度のインド視察で訪問した日本語学校「Silver Peak Global 
bamglore」代表を招き、インド向け動画を制作

https://www.youtube.com/watch?v=9zroI899Ek8
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成果物

中国語・インドネシア語追加。
日本語N2,N3追加で留学後の学習もサポート

5,2 オンライン学習コンテンツの新機能開発

岡山の学校クイズや、日本語の学習がさらに充実
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【追加項目】
・日本語

L 日本語N3

L 日本語N2

・マナー
L マナーM3

L マナーM2

・岡山クイズ
L岡山の学校クイズ
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5,2 オンライン学習コンテンツの新機能開発

成果物

B, 介護福祉分野の多言語アプリ開発
本事業の取組分野の一つである介護福祉分野において人材の確保
と教育の質の向上のため、新たに介護福祉士試験過去問題解説含

む介護の問題が解けるアプリの開発
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5,3 在留資格認定証明書の申請手続き及び在籍管理システムの新機能

成果物

在留資格認定証明書の申請手続き

ビザ取得に関する添付ファイルのアップロード
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L 個人情報

L パスポート情報

L 入国情報

L 入出履歴

L 通学先

L 最終学歴

L 経歴

L 試験

L 日本語学習歴

L 滞在費の支弁方法等

L 本邦における申請人
の監護人

L 申請人、法定代理人、
代理人、
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L パスポート有効期限内証明
書

L 各卒業証明書

L 各成績証明書

L 本人証明書の写し

L 住民票の写し

L ６カ月以内の写真

L 日本語能力試験（JLPT）又、
NAT-TESTの合格証明書

L 日本での滞在資格証明書

L 保証人に関する書類

L 財政支援の確約書

L 保証人の本人確認書

L 入学願書

L 留学理由書

L 在校(休校)証明書の原本

L 在職(経歴)証明書の原本

L 経費支弁人の在職証明書の
原本又は自営登録者の写し

L 経費支弁人の年収証明書の
原本

L 銀行残高証明書の原本

L その他
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成果物

在籍管理システムの新機能開発
学生情報登録をすると学生アカウントが自動発行

新しい学生の追加、既存の学生情報の編集と削除
が可能に。
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成果物

在籍管理システム学生版
学生アクセス情報の追加

出席率や、取得単位の確認ができるように。
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成果物

出席、成績一覧の確認
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5,4 岡山県留学生就職マッチングシステムの新機能開発

成果物

アルバイト情報の追加
求人者情報から履歴書の作成
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5,5 ３Dメタバースを活用した説明会の開催

1,岡山留学説明会

岡山留学は魅力いっぱい！オンライン交流会

【3Dメタバース】使用

A, 海外から日本の日本語学校へ

12月20日（水）15:00～16:30実施

参加人数：最多参加人数17名+海外現地参加者約30名

B, 国内の日本語学校から専門学校へ

11月8日（水）15:00～16:30実施

参加人数：最多参加人数47名+日本語学校約30名

【メタバース事例紹介に掲載されました】
https://v-expo.jp/event/report/20231108

https://v-expo.jp/event/report/20231108
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2, 岡山就職説明会を通じての就職支援体制の強化

留学生が企業と出会えるジョブフェア
令和６年１月３１日（水）１６：００～１７：３０実施
場所：岡山国際交流センターにて開催

《参加企業：１６社》
中谷興運株式会社/運輸業、介護業
株式会社湯郷グランドホテル/宿泊業
株式会社日本旅行/観光業
株式会社WHOVAL/アパレル
株式会社khronos/IT
株式会社オーリス/ソフトウェア開発
インフォポート合同会社/IT
サトミ紙工株式会社/製造業
株式会社ファーストディレクションTAKEKICHI/イベント業
株式会社ラインズオカヤマ/教育ICT販売、保守サポート
株式会社山陽メディアサプライズ/携帯電話業界
株式会社キクトコ/教育
株式会社システムズナカシマ/IT
株式会社ELN/国際マーケティング、コンサルタント
日本ITシステム株式会社/IT
アジア人材サービス株式会社/職業紹介業

《求職者：４０名》
《行政書士１名》
※在留資格申請についての専門家である行政書士にご参加いただき、就労
ビザ相談ブースを設置した。

就職説明会開催後、留学生と企業の間での面接の確定、連絡をとりあう、
等の人数も含む。

KPI項目 １カ年目
（R4年度）

２カ年目
（R5年度）

３カ年目
（R6年度）

本事業によっての
就職マッチング数

目標値 ５人 １０人 ー

実績値 ３人 １３人 ー

達成率 ６０% １３０％ ー
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留学生が企業と出会えるジョブフェア
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【岡山県専修学校多言語PR動画】

●委員会の中で多言語で外国人に向けて、岡山県の魅力、専修学校の魅力
をPRする動画の制作を実施することを決め、制作した。

●今年度は、各専修学校の教員や卒業後の就職の様子を盛り込み、先輩の
就職成功例を認知してもらい魅力を感じてもらえる内容にしている。実際
に各学校に在籍する教職員や卒業生、企業の方の生の声が聴け、更にすべ
ての言葉を多言語（日本語、英語）に翻訳しており、海外からの直接視聴
を促し理解度を向上させている。

動画制作

YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=EUaOjvJBXC4

https://www.youtube.com/watch?v=EUaOjvJBXC4
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【専修学校委託事業成果PR動画】

●取組内容や成果について、文部科学省からの発信を強化し、それらの周知、
普及を図り、専門学校等における活用を促進する目的などで動画を制作した。

●事業の概要、背景、目的の説明や取り組み内容や得られた成果を、実際に開
催したセミナー参加者や講演者の様子、オンライン画面上での交流映像など
を交えて解説した。

動画制作

動画制作について、年度末の就職説明会後に編集を行い、成果物を制作したた
め目標の達成は未達。今年度は、昨年度制作した動画閲覧数を加えて、総合値
としてKPI実績を報告する。

KPI項目 １カ年目
（R4年度）

２カ年目
（R5年度）

３カ年目
（R6年度）

本事業で制作する
動画の閲覧人数

目標値 1000人 3000人 4000人

実績値 231人 1849人 ー

達成率 23％ 62％ ー

YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=-RA5wY1Jid0

https://www.youtube.com/watch?v=-RA5wY1Jid0
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サイト名 サイトＵＲＬ

日本語 https://gotojapan-okayama.com/

英語 https://gotojapan-okayama.com/en_index.php#

ベトナム語 https://gotojapan-okayama.com/viet-index.php#

•昨年度制作した多言語ホームページの継続。

1-1.URL

日本語サイト

1-2.サイトイメージ

英語サイト

多言語ウェブサイト
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ベトナム語サイト

1-3.コンテンツ
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KPI項目 １カ年目
（R4年度）

２カ年目
（R5年度）

３カ年目
（R6年度）

多言語ウェブサ
イト閲覧人数

目標値 1000人 3000人 4000人

実績値 2200人 3680人 ー

達成率 110％ 123人 ー
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SNS

●インド、ベトナム、ネパールの各国において、影響力の高いFBを選び、情報の

発信を行い、WEBサイトへのアクセスも増加させる。

来年度以降も継続する課題

◎日本への留学希望者において、岡山県は留学先、就労先として認知度や興味度

が低い。

◎さらに、日本のIT企業の事業内容や専修学校等でのIT分野のカリキュラムにお

いて、知識や理解度が低い。

◎留学生の先輩たちの卒業後の岡山企業における就労状況は、現地にいる来日前

の留学希望者たちには、十分に伝わっていない。

◎世界的な災禍、あるいは日本における甚大な自然災害等が発生した非常時にお

いて、留学生のとるべき行動や留学生向けの支援情報、オンライン授業への参加

が可能な情報などを迅速に伝えるツールが、現時点、岡山県には存在しない。
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令和５年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

「ヒアリング調査・アンケート調査集計・分析業務」
実積報告書
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アンケート（ヒアリング）での調査結果について

「はじめ」にも述べたように2008 年に掲げた「留学生 30 万人計画」は、2019 年に達成し、そ
れにより「入り口」では成功したといえる。しかし留学生の「就職」の状況は、日本人学生に
比べて「就職率」は日本人学生と比べることができないほど低いと言える。「外国人留学生の
日本国内での就職を３割から５割に向上させることを目指す」（「日本再興戦略 2016」）とし
ている。「留学生就職促進教育プログラム認定制度」を打ち出し、大学に在籍する留学生の就
職支援を強化してきている。このように大学における留学生の就職支援プログラムは充実され
つつある一方、専門学校における就職、さらに言えば、留学生を如何にして地元で就職させる
かということを考え、留学生の就職希望業種、企業が外国人社員に期待する日本語能力、その
期待される日本語能力の専門学校での日本語教育支援等はどのようなされているのか等それぞ
れ問題意識のもと、課題と問題の所在を明らかにしていくための前提作業として以下のアンケ
ート調査を行った。

アンケートでは、就職説明会時を利用しての調査と一部ヒアリングを主に行った。回答はQRコ
ード等を使用した。また一部においては、本説明会以前でのアンケート回答も含まれている。
よって回答者においては、就職説明会のアンケートの回答のないものもある。

アンケートの主な調査項目

先ず現在岡山県内の専門学校の専門課程に留学している学生、または日本語教育課程に在籍し
ている学生の外国人留学生へのアンケート調査の項目は以下である。

１．留学生個人の属性や日本語学習及び専門分野と就きたい業種について

国籍／在学中の教育機関（日本語学校、専門学校専門課程等）／専門学校等で勉強したい分
野・勉強している分野／居住地／日本語学習歴／希望する仕事

2024年度岡山留学生進学説明会（国内）に参加したいか／2024年度度岡山留学生進学説明会
（海外）に参加したいか／この事業を知ったきっかけ

就職説明会についてのアンケートと一部ヒアリング

就職説明会はどうやって知ったか／就職説明会はどうだったか（回答選択：とてもよい・よ
い・普通）→それぞれの答えの理由の記述／説明会で興味を持った会社

２.学校におけるアンケート調査

学校の所在地／設置されている分野、就職を想定したカリキュラムで学べる内容／インター
シップの有無とその期間／在籍した（する）留学生の主な国籍／留学生の希望する就職先業種
（複数回答可）／日本語教育の有無と科目内容及び週当たりのコマ数）

就職説明会についてのアンケートと一部ヒアリング

2024年度岡山留学生進学説明会（国内）に参加を希望するか／2024年度岡山留学生進学説明会
（海外）に参加を希望するか／2024年度岡山留学生就職説明会に参加を希望するか／

就職説明会の感想（回答選択：とてもよい・よい・普通）→それぞれの答えの理由の記述

３.就職説明会参加企業へのアンケートと一部ヒアリング

業種／所在地／外国人の雇用実績の有無と雇用人数及び国籍／今後の外国人の雇用の予定の有
無と理由等／外国人の雇用のきっかけ、目的／外国人社員に求める日本語能力

就職説明会についてのアンケートと一部ヒアリング

就職説明会の感想（回答選択：とてもよい・よい・普通・あまりよくない）→それぞれの答え
の理由の記述

本日の就職説明会はどのようにして知りましたか（複数回答可）
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アンケートの調結果

１.留学生個人の属性や日本語学習及び専門分野と就きたい業種について

①国籍：ベトナム13 ミヤンマー４ 中国３ インドネシア３ インド２ スリランカ、ロシ
ア、スイス、ウクライナ、ブラジル、スウェーデン各１ ②在学中の教育機関（日本語学校、
専門学校専門課程等）：専門学校２８ 日本語学校６ 大学１ 母国の日本語学校１ ③専門
学校等で勉強したい分野または勉強している分野（複数回答可）：IT系とビジネス系がともに
多数。CAD設計、通信系、マネージメント系。④居住地：岡山県30人 鹿児島県５人 ベトナ
ム１人 ⑤日本語学習歴：2年～3年18人 ⑥希望する仕事（複数回答可）：情報通信関係20
人 ホテル宿泊業・レストラン飲食サービス12人 学校、教育、学修支援関係９人 生活関連
サービス業７人 卸売業コンビニ小売り等販売関係６人 不動産レンタルリース関係６人 そ
の他１～３人 学校の先生9割近く／2024年度岡山留学生進学説明会（国内）に参加したいか：
参加したい9割近く／2024年度度岡山留学生進学説明会（海外）に参加したいか：参加したい約
6割／この事業を知ったきっかけ：学校関係100％

留学生の国籍については、コロナ禍において、地方都市ではベトナム人学生が激減し、ネパー
ル人学生の増加していることは明らかである。更にミヤンマーからの留学生も今後は増加して
いくのでないかと思われる。そこには入管の行政によるＣＯＥ交付次第と言える。現在、専門
学校や大学においては、このベトナム人学生とネパール人学生の割合の「転換期」になる年度
にあると言える。

現在勉強している専攻分野（したい分野）につては、留学生の通信情報関係、またIT関係への
人気の関係と特定技能における観光宿泊ホテル、レストランへの関心が示されているが、それ
は一つには技術系とされる通信情報、ITについての学生人の「技術」獲得により就職先の確保
が見えてくるという魅力での希望分野であると思われる。大学の留学生とは異なる点で大きい
のは、ビジネスマネージメント系分野での就職であり、就職へのハードルが若干高い傾向にあ
り、国際、人文、技術という中で、「技術・人文・国際業務」の中で人文・国際に関係すると
なると、海外進出を目指す企業、または本社（国内）と海外（支社、工場）との橋渡し、交渉
等の業務であることから「難易度」が高い分野であり、学生も選択肢のなかでは低いと思われ
る。また海外から日本語教育機関への入試における面接、または修学理由において、マネージ
メント、または教育等多様な修学理由を持ちながら、実際日本語教育機関での日本語学習中に
おいて、進学希望分野が変わる学生が多数みられる。日本語学習歴につては、日本語教育機関
及び専門学校での日本語科目就学による結果である。希望する職種については、現在の専門課
程での学科専攻を反映していると思わあれるが、「コンビニ、小売業」はバイト先で、また
「学校、教育、学修支援」は日本語教育機関、または専門学校での教職員との接触からである
ことも予想される希望業種であると思われる。

２．学校におけるアンケート調査

学校の所在地 岡山県5校 他県なし／設置されている分野（複数回答可）商業実務専門課程4
校 工業専門課程2校 教育・社会福祉専門課程1校／就職を想定したカリキュラムで学べる内
容（複数回答可）情報通信業3校 宿泊業、飲食サービス業3校 卸売業、小売業2校 医療、福
祉、生活関連サービス業、娯楽業、製造業各1校／インターシップの有無 あり4校、なし1校／
インターシップの期間2週間以上2校 1週間～2週間1校 4日～6日1校／在籍した（する）留学
生の主な国籍 ネパール、ベトナムが最多 次にミヤンマー、インドネシア その他中国、韓
国少数／留学生の希望する就職先業種（複数回答可）情報通信業、宿泊業、飲食サービス業が
最多 続いて卸売業、小売業／日本語教育の有無 あり5校／科目内容及び週当たりのコマ数）
科目内容：JLPT対策5校 ビジネス日本語4校 週当たりのコマ数（1コマ＝45分）：6コマ以上
5校

本アンケートで最も知りたかったことは、インターシップの有無と日本語教育に関することで
ある。専門学校卒業後への就職、就労という点で非常に重要になるのが、専門課程の専門科目
の習得であることは言うまでもないが、マッチング、就労、面接・・・といったインターシッ
プ、面接と就労における日本語能力という点で、各専門学校はどのような方策、取り組みを行
っているのか、を見ていくのが本アンケートである。インターシップアリとする学校が4校あり、
これら4校は専門学校であると思われる。期間はそれぞれ異なるが、分野業種による「差」であ
ると思われる。また日本語教育においては、全ての学校で週に6コマ（1コマ＝45分）以上とか
なりの部分で日本語教育に力を入れているのがわかる。またJLPT対策とビジネス日本語を並行
して行っていることもううかがえる。



-61-

３.企業へのアンケートと一部ヒアリング（18社）

業種：情報通信業6社 製造業3社 その他10社（複数回答1社あり）／所在地：岡山15社 福岡
2社 東京、大阪各1社／外国人の雇用実績の有無：あり14社（78％）なし4社（22％）雇用人
数：30人以上1社 複数社員7社 1人6社 国籍：ベトナムが最多続いて中国、韓国その他イン
ド、ミヤンマー、アメリカが複数人／今後の外国人の雇用の予定の有無：あり 14社（78％）
なし1社（6％） その他3社（17％）その他の内訳：今後の事業展開による・状況に応じて対
応・今年は採用予定あり、来期以降は検討中／外国人の雇用のきっかけ、目的（複数回答
可）：優秀な人材の確保（日本人、外国人問わず）16社 外国人の発想企画の取り込み5社 通
訳・翻訳業務5社／外国人社員に求める日本語能力：日常のコミュニケーションはとれるが、業
務指示では日本語と多少の通訳・翻訳をいれての日本語能力12社（67％） 日本人新入社員と
同じくらいの日本語力6社（33％）

昨年度に比べて参加企業が増加してきている。専門学校の外国人留学生の就職説明会という
ある程度学生の専攻分野で就職先の業種が制限されるにもかかわらず多くの業種に参加された
ことは評価されるべきであると思われる。またこれは外国人の雇用の実績ありの会社が多いこ
とからもうかがえる。今後の採用予定でも8割近い企業が外国人を採用したいと考えていること
がわかる。また外国人の雇用の目的については、優秀な人材の確保というのが共通しているが、
具体手的には外国人の発想企画、通訳・翻訳といった回答があった。外国人留学生の就職、就
労についての日本語力の期待はどのレベルの日本語能力を必要とするのか、というアンケート
では、結果のように「日常のコミュニケーションはとれるが、業務指示では日本語と多少の通
訳・翻訳を入れての日本語力」という回答が多かった。これは企業が求める「最低でも」と解
釈すべきボーダーラインではないだろうか？このレベルの日本語力とはどのレベルになるのか
既存の日本語能力を測る試験はなく、「就労」という職場での日本語能力が測れるまたは評価
できるようになれば、専門学校内でのビジネス日本語のカリキュラムが作成できるのではない
かと思われる。この点については後述する。

就職説明会についてのアンケートと一部ヒアリング

１.学生におけるアンケート調査

就職説明会はどうやって知ったか 学校関係約9割／就職説明会はどうだったか（回答選択：と
てもよい・よい・普通）→それぞれの答えの理由の記述：とても良い7割 良い2割 ／説明会
で興味を持った会社 情報通信関係、IT関係、旅行業関係と続く

就職説明会の感想（回答選択：とてもよい・よい・普通）とてもよい71.9％ よい21.9％ 普通
6.2％

感想の理由：会社の人がやさしい／行きたい企業があった、勉強になった／たくさんの企業が
きてくれた／会社の説明が勉強になった／自分の専門分野以外の企業のきていて様々な会社の
説明も聞かせてもらういい機会であった。興味の惹かれる会社がたくさんあった／もう少し時
間がほしかった、10分は短い／ITの企業があった／いろいろな会社があり説明があった／色々
なことが学べて来てよかった／色々な日本の企業の説明をしてもらった

説明会の感想はおおむね良好であると言える。それは参加企業の多くが、学生の希望する職種、
業種であったことも要因にある。また感想の理由でのコメントでも、良好な感想が出ていたこ
とは、説明会は学生にとって良い結果と言える。「時間が短い」という点は、今後の課題にな
ると思われる。また説明会の周知に関しては、やはり学校からの周知であることから、岡山県
内のもっと多くの学校への周知と学生への伝達手段方法の再検討が必要であると思われる。

２．学校におけるアンケート調査

2024年度岡山留学生進学説明会（国内）に参加を希望するか4校（80％）／2024年度岡山留学生
進学説明会（海外）に参加を希望するか しない100％／2024年度岡山留学生就職説明会に参加
を希望するか する100％／就職説明会の感想（回答選択：とてもよい・よい・普通）とてもよ
い50％ よい50％

感想の理由：学生が興味を持てる企業が来ていた／雰囲気がよい／直接企業と話す機会を得る
ことができた／参加学生から「企業との交流が楽しかった・勉強になった・このような説明会
にたくさん行きたい」と報告があった

本日の就職説明会はどのようにして知りましたか：学校関係者 100％



-62-

進学説明会については、岡山県内はもちろんのこと、国内の日本語学校への周知を図り、日本語
学校からの参加を呼び掛けることも必要であろう。また就職説明会の感想については、とても良
いと良いが半々ではあるが、改善すべき点をしっかりとフィードバックし、次年度へ向けるべき
でると思われる。学校関係者と企業の面談という点に注視し、学校教職員と企業との接点をもう
少し広げていくことも大切ではないかと思われる。

就職説明会の周知方法は、今後、検討課題とすべきであると思われる。

３．企業におけるアンケート調査

就職説明会の感想（回答選択：とてもよい・よい・普通・あまりよくない）とてもよい37％ 良
い44％ 普通13％ あまりよくない6％

感想の理由：様々な学生に意見を聞けた／熱意のある学生が多かった／直接出会える／最初に大
勢来て説明だけになってしまい、学生とコミュニケーションが取れなかった／様々な学生に出会
えた／多くの学生に着席してもらえた／雰囲気がよい、学生が積極的／良い出会いがあった／い
ろいろな方と知り合う機会になった／関わりを増やすことが大事／介護職の求人募集で参加した
が参加留学生のニーズする業種と案マッチング

本日の就職説明会はどのようにして知りましたか：学校関係者9社（50％） 知人6社（33％）
WEB2社（11％） その他1社（6％）

とても良い、良いが8割を超えていることが重要であると思われる。企業の意見、感想もほぼ良
好な言葉をいただいていることからすれば、おおむね成功であったと言える。

また説明会の開催の周知について、WEBでの周知をどのくらい広げられるかに検討をすべきこと
であると思われる。またハローワーク、商工会議所等への依頼含めた周知の検討がなされるべき
と思われる。

就労における日本語力向上のための専門学校と企業との連携

アンケートで得た数字の分析結果を考察にあたりインプリケーションも提示していきたいと思う。

外国人社員に求める日本語能力について

6割以上の企業が「日常生活のコミュニケーションはとれるが、業務指示では日本語と多少の
翻訳・通訳を入れての日本語能力レベル」を期待している。また3割以上は「日本人新入社員と
同じくらいの日本語力」を期待または要件としている。

業種の分野または業務にもよると思われるが、3割以上を占めるネイティブレベルの日本語能力
が求められそれに対応できる留学生の言語能力の運用には会社での「ビジネス日本語研修」また
日本社会の「日本の文化・食事･服装・習慣・歴史等」の研修も必要になってくるであろう。

企業のこれらの希望は、裏返せば学校（専門学校、日本語教育機関）へ「日本語能力（特に話
す、伝える、発表する能力）をもっと高めてほしい」とまた同時にメール等の伝達手段において
も「読み書きできる能力をしっかりと高めてほしい」というメッセージでもあると推測される。

日本語学校においての問題点は、非漢字圏の特に東南アジア、南アジアからの留学生が圧倒的
に多くなってきたということである。彼ら彼女らの日本語学習で最も苦手とするのは、漢字であ
ろう。漢字による推測での意味の思考という漢字圏のものならできる思考様式が彼らは苦手であ
るといえる。現在、地方の日本語学校の留学生の大多数を占めるようになった非漢字圏の日本語
学習者が、漢字の国・・・日本に就職し定住していくことを考えるならば、「日本語学習」アプ
リの開発の中に「漢字」アプリの開発も必要となるであろう。

大学4年間の中では、日本で就職を希望する外国人留学生を対象に､日本の職場で必要なコミュニ
ケーション能力の向上やビジネスマナー､雇用慣行等に関する知識の習得などを目的とした研修
のモデルカリキュラムとして「外国人留学生の国内就職支援研修モデルカリキュラム」が開発さ
れ、その目的を「日本での就職活動の進め方や外国人が日本企業で活躍している事例を知り､外
国人留学生が日本で働くことをイメージすることで､就職活動の準備の自覚を促す」として1年次、
2年次での就職活動準備コース、そして3年次、4年次では「具体的な就職活動のテクニックなど
就職活動に役立つ情報に加え､入社後に想定される職場文化ギャップについて､事例を交えながら
理解を深めることで､入社後の定着を目指す」ことを目的に就職活動・内定後コースが設けられ
ている。
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大学という長い期間での学習環境と、その後就職先の自由な選択（一部制限と条件あり）がある
という点では、非常に重要なことでもあると言える。

本事業の学校の主体は専門学校である。専門学校という専門課程による就職先の「制限」では
あるが、この「制限された」業種、職種での就職を目指すキャリア教育の在り方も今後の専門学
校における留学生の就職率の高さの安定材料にすべきことであると思われる。やはりここには、
学校、企業それに行政（特に厚労省関係のハローワーク）との提携と情報共有が必要である。

また企業に送り込むためのキャリア教育の在り方については求める日本語能力の明示することに
より、学校内での日本語教育プログラムの開発が必要であり、本事業の中にある日本語学習アプ
リの必要性が立証され、またビジネス日本語へ対応できる日本語教育アプリが待たれる。

インターシップについて

専門学校のほとんど（８０％）が、インターシップを取り入れている。

は留学生にとっては、企業と初めて接する機会であり、自らが思い描いていた業種について学ぶ
機会でもあり、入社前と入社後のイメージギャップを埋めるまたは縮めることにもなると思われ
る。

インターンシップでは、日常会話のほかにビジネス会話も求められる。そしてそれはさまざまな
シーンに適応できる日本語力が求められ、就職という場面においては幅広い日本語能力が必要と
なる。

留学生にとって「入社前の職業適性の理解を高めるには、学生生活の中で、勉強だけではなく、
文化理解を促進する多様な経験が有効であり、日本文化の理解の促進には学生時代の「人との交
流」「社会勉強」などが有効であることが確認」や入社後においては「留学生の６割がメール、
電話、面接のマナーに苦労」という報告もある。（「留学生の就職活動と入社後の実態に関する
定量調査報告結果」パーソナル総合研究所2020.6）

インターシップとキャリア教育（ビジネスマナー、ビジネス日本語も含めた）、日本語能力強化
のためのクラスというそれぞれが関連していく上で、重要であると言える。

外国人従業員を雇用する企業の課題

外国人社員の受け入れ後において先ず第一番目の課題は、日本語能力の不足によって「職場内の
コミュニケーション」と言語外では「文化や仕事に対する考え方の理解」があげられると思われ
る。これについての社内での育成においては、「既存の日本語テストでは現場に必要な日本語能
力を測れない」ない等の企業からの課題が出ている（厚生労働省「就労場面で必要な日本語能力
の目標設定ツール 円滑なコミュニケーションのために」）。そして、企業は「仕事場面で必要
な日本語のやりとりをどのように教育・評価すればいいかわからない」、「ビジネス習慣や文化
の違いなど、何から教えればよいのか（どこまで理解しているか）わからない」が課題とされて
いるとしている（厚労省調査同上）。

このようなことから厚労省は、文化庁の「日本語教育の参照枠」での「就労」のための日本語
教育とし、教育機関と企業との連携による就労のための日本語教育のモデルを開発しようとして
いる（「令和5年度「日本語教育の参照枠」を活用した教育モデル開発事業【就労類型】教育モ
デル開発・教師研修報告一般財団法人日本国際協力センター（JICE））。

本県（岡山県）においても地元企業への就職の促進と就職後の支援ということを考えれば、就
労後外国人社員の日本語という企業の抱える問題を専門学校は企業との連携で課題の縮小を図る
べきであると思われる。

インターシップという職場の活動する空間で、どのような場面でどのような行動をする時に、ど
のような日本語能力が必要なのか、また学生は自分の日本語能力は、自身が思っている日本語能
力と職場での期待される日本語力との差を自覚し、学生は自己の日本語力についての自己評価も
できるであろう。また教育機関はインターシップでの日本語力のチェックを企業と双方で行うこ
とにより、就労へ向けた具体的かつ明確な目標での日本語教育も可能になると思われる。つまり
は、職場での日本語力を具体化することが必要とされていると思われる。

以上
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また介護については、現在の多くの専門学校における「介護福祉」系の学生が非漢字圏である
と思われる。そういった中での介護アプリの開発は留学生にとっても、また非漢字圏学生を多
く抱える介護福祉の専門学校としては、大いに期待しているのではないだろうか。本アプリの
開発は今後もアップデート（改善と改修）を重ねていくことが必要であると思われる。専門学
校を卒業した後、介護職に就労した後でも、本アプリの活用により国家試験へのチャレンジへ
のモチベーションも上がるだろう。介護を勉強する留学生にとって、非常に重要な学修支援と
なるのは確かである。

本部会では、さらに留学生の在籍管理についても現状と改良について、委員からの現状の報告
がなされてきた。また海外からのＣＯＥ（在留資格認定証明書）申請にかかわるシステムの開
発についても在籍管理にかかわるデータの把握が重要であるという認識での開発は、在籍管理
上非常に重要であり、評価できるものと思われる。また同時に日本語学校等の日本語教育機関
では、来日後のデータ入力等でかなりの時間を有するが、このような在籍管理システムを導入
することにより、時間の効率化と作業時間の軽減が計られると思われる。

3「就職支援部会」

本部会では主に「多言語就職マッチングアプリ」の新機能開発及び活用に関する協議と県内企
業とのマッチングと定着支援ということを主に委員会で討議と検討が行われ実施に向けた会議
が実施された。

本部会での最初の議論は、１，日本語学校におけるネパール人学生が非常に多いという問題、
仮にネパールからの学生が来なくなった場合の対応という課題、２，また日本留学の目的が不
明瞭なまま日本語学校へ入学している実態、３、そして主に日本語教育機関が現地日本語学校
へ地元の魅力や専門学校専門課程の紹介等で日本語学校卒業後の進学等を周知してきた。

これらについて、1、に関してはインドを対象国としている点、2、については専門学校で専門
分野を学ぶために日本語学校を選ぶ、３，メタバースでの説明会、WEBサイトでの情報発信を
行っていく。以上のような大まかな基本方針と狙いがはっきりと出てきた。この点につては現
在の地方の日本語教育機関、専門学校等がまさに直面している問題と解決していかなければな
らない課題であり、そのことは留学生の在籍管理にも非常に密接のかかわるところである。

またアプリ関係においては、今後も人材不足が大きな懸念である介護分野でのアプリ開発
（介護福祉士国家試験の過去問題のリリースと多言語化、また日本語学習アプリのN3、N2の問
題追加等による昨年度のバージョンアップを図っていることが非常に評価できると思われる。

本事業のまとめ課題（本事業の継続へ向けて）

本事業でのキーワードは、地方都市、南アジア（東南アジア）の留学生、地元就職、定住、地
域の活性化、そして地方都市の専門学校である。これらのキーワードで、本委託事業は、それ
ぞれの部会で問題点、課題の解決と同じベクトルで向かっていく目標をしっかりと達成できた
と思う。

現在の日本における留学生の就職状況は、日本人と比べて低い就職率そして入社後の低い定着
率という二つの課題を抱えている。外国人留学生を対象とした職場定着のためのコミュケーシ
ョン能力の向上や雇用慣例等に関する知識の習得を目的とした研修を充実させるとともに研修
事業の知見を基に職場定着のための研修モデルカリキュラムの作成も必要であると思われる。

また本事業での成果は、先ずは入り口の部分である岡山のアピールの発信と専門学校での専門
分野を学ぶための日本語教育機関の受け入れとそれに関する日本語学習アプリ、また専門学学
校入学後の介護福祉士とう特定の専門分野のアプリ開発に大きな成果を出してきたと思われる。

今後の課題としては、岡山県内の企業と専門学校も密接な連携、と行政の外国人を支援してい
く上でのバックアップが必要とされると思われる。

留学生の定住は地方における企業の生き残りでもあり、それを支える日本語教育機関、専門
学校の専門教育との連携が必要であると言える。

今後は、企業での外国人職業者への定着を図る日本語学校＋専門学校＋企業との連携による定
住と永住への支援方法を安定させることにより、住居の問題、子育ての問題の解決等が図れる
オール岡山という体制での支システムの構築が不可欠であると思われる。
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7.事業の実施体制

岡専各加盟校のうち、すでにグローバル化を推進している専門学校と企
業を中心に、事業全体の進捗を共有する｢専修学校グローバル推進委員会｣
を形成し、その配下に、専門学校を正メンバーとし、企業は任意参加とし
て、各取組に応じた３つの部会を設置し、各取組について意見交換、進捗
を共有する体制を形成し、推進を図った。
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《構成機関・構成員》

（１）教育機関
名称 役割等 都道府県名

１ 中国デザイン専門学校 実施委員会/留学生
発掘部会/修学支
援・在籍管理部会/
就職支援部会

岡山県

２ 岡山商科大学専門学校 実施委員会/留学生
発掘部会/修学支
援・在籍管理部会/
就職支援部会

岡山県

3 岡山ビジネスカレッジ 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

4 倉敷ファッションカレッジ 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

5 岡山情報ビジネス学院 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

6 日本ITビジネスカレッジ 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

7 岡山外語学院 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会

岡山県

8 長船日本語学校 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会

岡山県

9 学校法人森教育学園 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会

岡山県

10 KLE-Technology University 連携機関 インド

11 Centurion University of Technology and 
Management

連携機関 インド

12 Association of Friends of Japan(AFJ) 連携機関 インド



-67-

《構成機関・構成員》

（２）企業・団体
氏名 所属・職名 役割等 都道府県

名

１ 高橋邦彰 岡山商工会議所 専務理事
実施委員会/就職
支援部会

岡山県

２ 井上伸一
株式会社システムズナカジマ
マネージャー

実施委員会/就職
支援部会

岡山県

３ 森淳 株式会社ハコブネ代表取締役
実施委員会/就職
支援部会 岡山県

４
青木すみれ 株式会社キャリアプランニング

実施委員会/就職
支援部会 岡山県

５ 木本 康大
株式会社ファーストディレクショ
ン

実施委員会/就職
支援部会 岡山県

6 松田葉子
ま つ だ 国 際 法 務 オ フ ィ ス
代表／特任行政書士

実施委員会/修学

支援・在籍管理
部会/就職支援部
会

岡山県

7 谷村 良太 株式会社クボタ
実施委員会/就職
支援部会

（３）行政機関

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名

3 秋山秀行 瀬戸内市国際交流推進協議会 実施委員会 岡山県



-68-

8,    事業全体の所感と改善案

はじめに

政府が掲げた2008 年に掲げた「留学生 30 万人計画」は、2019 年に外国人留学生の総数が
312,214 人に達した。それにより「入り口」では成功したといえる。しかし、その「出口戦
略」ともいうべき留学生の「就職」での状況は、比較するならば日本人学生に比べて「就職
率」は低いと言える。そこで「日本再興戦略 2016」(2016年6月2日閣議決定)において「外国
人留学生の日本国内での就職を３割から５割に向上させることを目指す」として「留学生就
職促進教育プログラム認定制度」を打ち出し、大学生の留学生の就職支援を強化してきてい
る。このことにより各大学は、産業界と連携して実施する「日本語教育」「キャリア教育
（日本企業論）」「インターンシップ」等主にこの3点の実施し、大学の外国人留学生の就
職率を向上させていこうとしている。

このような留学生の就職という出口戦略も含めて、本事業では「海外からの学生誘致、日本
語教育機関での日本語教育、専門学校での専門課程教育そして企業とのマッチング」を目指
し、それに必要な岡山県の魅力の発信、日本語学習アプリ等の開発とアップデート、国内外
での進学説明会の実施の手段方法の昨年度に引き続くアップデート化を進め、就職説明会の
開催とそして定住支援を考えた事業のプログラム作りであると言える。その中でも特に仮想
空間を活用した日本（岡山）留学の動機付けを行い魅力的な岡山留学を動画で演出し就職説
明会で留学生と岡山県内の企業のマッチングを実施する。

１．本事業を実施する背景（課題と問題の所在）

文科省は、2008年に「留学生30万人計画」を掲げ目標とした2020年より1年早く2019年5月
時点で31万人を達成した。しかしコロナ禍によって30万人を割り、24万人（2021年度）と
なったのを27年までに30万人に、さらに33年までに40万人にという計画を打ち出している。

日本における留学生の受け入れは、益々積極的になりつつあるが、一方において外国人留学
生の就職率の低迷問題は、解消されていない状況にあると言える。

中国人留学生の高学歴志向と回帰現象 インドネパールからの留学生の受け入れと就職

先ずは現在の海外からの日本語教育機関における地方と都市との留学生の国籍の偏重が顕在
化している。特に「中国人」留学生においては、東京への集中が見られ、地方にはネパール、
ベトナム等の学生が集中している傾向にある。また中国人学生においては、日本国内での就
職というよりも大学への進学はもちろん大学院への進学と母国への帰国という「回帰」への
留学志向が高まっている。よって、現在の留学生に岡山での就職と定住を期待すべきは南ア
ジア、東南アジアの学生であると思われる。

地方における留学生の国籍は、コロナ禍前においてはベトナムが多く見られたが、現在ベト
ナムからの留学生は限られてきている。地方における留学生の国籍は、コロナ禍前のベトナ
ム、ミヤンマー、スリランカ、バングラディッシュ、ネパールであったが、現在はネパール
を主にミヤンマーが増加傾向にあると言える。このような中にあって、留学生の受け入れの
拡大と留学生の出口戦略とも言うべき就職については、特に日本人と比べて低い就職率、そ
して入社後の低い定着率を上げられる。現在、政府により大学卒業の留学生の就職は、その
就職に関する条件が緩和され、大学卒業の留学生にとっては、その就職への要件は緩和され
つつある。そこには出入国管理局による「学歴」という要件により専門学校との差が生じて
おり、特に地方における専門学校の留学生は地方での就職に関して様々な課題がある。

そういった中で外国人を留学生として受け入れ、日本語学校等の日本語教育機関での日本語
教育、専門学校での職業専門教育を行い、地元企業へ就職と同時に定住者となり市民となる
という過程を本事業で地方都市における留学生の定着を図る事業であると言える。

このことは、受け入れの学校、そして就職先の企業、そして留学生がというそれぞれが「恩
恵」とメリットを受けられるという関係で初めて「仕組み」ができあがるものである。この
仕組みにより、社会で活用される留学生の人材育成と地域社会の様々なところにおける活性
化が可能になると思われる。
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本事業の柱となるものは、仮想空間を活用した日本（岡山）留学の動機付けを行い魅力的な
岡山留学を動画で演出し更には就職説明会で留学生と岡山企業のマッチングを実施する。

本事業でのこれらの「事業」を達成するために、留学生の受け入れとしての「留学生発掘
部会」、在学中の「修学支援・在籍管理部会」、企業への就職をスムーズに行うための「就
職支援部会」が設置されそれぞれの活動が事業達成に向け活動してきた。

各部会における検証と課題

第一回での本事業の方針が以下のように出されている。

第一回委員会

方向性指針として、対象国をインドとした理由の説明があり、また海外から直接留学生の
COE申請の開発、多言語動画の作成とSNSによる岡山県の拡散、対象国であるインド視察、
ネットによるメタバース留学説明会についての課題と検討が行われた。

委員の現状報告

１．就職先が県外であり、東京、大阪への流出の課題

専門学校専門課程卒業の留学生の就職先が東京、大阪、広島、岡山であり、3分の一が岡山
であることが報告されている。また友人や先輩の紹介などでの就職に関して注目したいのは、
せっかく岡山の専門学校を卒業しても、隣県の広島、そして東京、大阪へ流れていく状況は、
地方都市でも同じようにみられる現象であり、岡山県のみではないと言える。そのような意
味で先ずはこのような状況の流れを変えるべく必要があるという点を注視しておきたい。

２．日本語能力の低下の課題

かつては中国韓国を中心とした学生が多く、日本語能力においては、N1を目指す授業の開
講が多く、同時にEJU対策も行われていたと思えるが、本県（岡山）においてもベトナム、
ネパール等（一部欧米系）の非漢字圏の外国人留学生が増加したことと、同時にコロナ禍に
おける日本語力の低下がこの2，3年生起きている。

３．企業の受け入れ体制

企業中国籍社員のIDカード更新による急遽の帰国という会社の受け入れ体制での外国人社員
特有の制度の問題もある。またインドは人選するといい人がいる技人国の学生が欲しい企業
はたくさんあるが、但し中小企業での採用は、現実可能なのかという疑問と不安がある。

４．昨年度の課題へ向けた取り組みについての意見

動画閲覧サイトについて今年は向上させていくこと、また多言語サイト閲覧人数はKPIをク
リアーしていくことが重要である。という意見があり、また動画のアップデートについて委
員等により意見が出されているがこれをどのように盛り込んでいくかが課題となる。

これについて、専門家としての意見は、今後は、コロナ禍後において、留学生の受け入れ数
も回復していく傾向にあるだろう。専門学校を卒業し、就職につながるような支援体制の整
備のモデル化が、専門学校卒業生の技人国での就職率向上を目標としている文科省が一番期
待しているところである。

昨年度に引き続き、「留学生発掘部会」、「修学支援・在籍管理部会」、「就職支援部会」
がリンクしアながら本事業の達成に向けて成果を上げてきたと思われる。

本事業の総括を以下したいと思う。
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１．「留学生発掘部会」における委員会の活動において、

３Dメタバースでの県内外の日本語学校、また海外の日本語学校への「説明会」をメタバース
で行った。本事業での３Dメタバースは、海外及び岡山県内外の学生または学校関係者を対象
に岡山県内の専門学校、日本語学校の紹介を行い、海外からの留学希望者、県内外の日本語教
育機関の学生の取り込みにおいて可能性の広がる事業であると言える。

現在、メタバースによる活用は、教育空間に特化したメタバースは不登校や日本語の指導が必
要な児童・生徒に3Dメタバースで「居場所」と「学びの場」の提供であり、また日本語の指導
が必要な児童・生徒向けの日本語教育を主にした活用がなされている。オンラインの特徴であ
る場所の制約を問わない点に大きな利点がある。

これまでの海外における学生募集に関して、教職員の現地への渡航費等を含めて多額の費用と
時間をかけて現地留学説明会を行い、学生の募集にあたってきた。しかしながら３Dメタバー
スでの学校説明会はこれまでの学生募集の方法の在り方を変えていく可能性のあるものである
ことが実証されてきていると思われる。

同時に今回の対象国であるインドの学生の取り込みについては、MOU締結に関しては、面談
と協議を直接行うことにより、相互理解と信頼関係を結ぶ上での非常に重要な点であることは
言うまでもない。今後の３Dネタバースは、地域の日本語教育機関と専門学校及び企業にとっ
て活用度の大きいものになっていくと考えられる。

次の「多言語化による岡山県専修学校情報発信WEBサイト」の改修及び新コンテンツ実装及び
SNS活用に関する協議及び③「送り出し国における情報発信に関する協議」については、

WEBサイトによるアップデートでは、委員等から以下の提案がなされている、すなわち、「企
業紹介が必要 岡山アピール夏祭り等の具体的 学生の一日があるとイメージしやすい 学校
のアピールポイントの多様性 卒業生の永住権を取った人の紹介 岡山の生活コストの安さ
生活レベルは同じ就職した学生の様子のインタビュー 食べ物が安い 中央市場 現実的な情
報を取り入れる」等であるが、先ずは海外在住の日本情報を特にどこに求めているのか、情報
のニーズをしっかりと把握する必要があるのではないか。そのためにも現在日本で在籍中の学
生へのアンケートインタビューでの取り上げる情報発信の「絞り込み」とより詳しい「深堀」
の必要性があると言える。

本事業での狙いは、本県（岡山県）への留学の誘致と本県での進学、そして本県への就職と定
住である。よって来日前、または県外からの留学生への本県の紹介は重要な項目であり、本県
への新規留学者がWEBサイトでの紹介と現実との差を少なくすることに注意を払いながら作成
していく必要がある。今回は提言のあったサイトのアップデート化は全ての提案、提言を反映
することはできなかったが、今後はアクセスの状況を見ながら、新規留学生候補は本県の何に
関心があるのか？またはないのかを取捨選択しアップデートしていくことが望ましいと思われ
る。

またインドでの学生誘致については、昨年度から引き続き重要なミッションであり、今後の
学生の国籍が大きく変わっていく可能性のある企画であると思われる。それは今回のインド視
察において、4校の大学とのMOU締結に見られるように実績が伴う視察となっている。今後は、
MOU締結後の具体的な提案を双方が行い、留学生の誘致が現実化していくよう積極的なアプロ
ーチを日本語教育機関、そして専門学校と企業が一体となり行うことが必要であると言える。

２．「修学支援・在籍管理部会」

日本語学習面で、留学生向け修学支援アプリのアップデートが行われている。これまでN5、
N4レベル相当であったものが、委員からの意見もあるようにN3、N2まで入ったことにより、
充実したものになっている。

日本語学習アプリでN5～N2まで充実させたことにより、国内の日本語教育機関においての
日本語学習者はもちろん海外の日本語学習者がN2までの試験を目指すことにより、日本の専門
学校への入学が可能になりJLPTでのN2合格への支援となると思われる。また本アプリを使って
の専門学校においてのJLP対策の日本語授業の一助にもなるだろうし、専門課程での勉学、また
生活の中での「隙間時間」での学習にも活用されると期待できる。日本語学習が、机の上だけ
でなくあらゆるところでも学習可能というのがこのアプリの特徴であり、活用されることに期
待できる。
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そのためにも先ずは大学進学ではなく専門学校への進学の利点のアピール、そして東京、大阪、
他県との差別化そのためには何が必要なのか考えていくことが必要であると思われる。

また専門学校内におけるキャリア教育としての専門学校が企業と連携し就職に必要なスキルで
ある「ビジネス日本語」等を在学中から身に付ける教育プログラムの作成の必要性もある。

また実際に本事業の中で、留学生が来日し、岡山県内の日本語教育機関、または専門学校に入
学した場合のヒアリングまたはアンケートでの調査を行うことにより、本事業の見直し、改善
等も計られると思われる。例えば①留学先に日本を選んだ理由②日本での留学生活で力を入
れていること③企業への就職希望の有無④日本の企業についてのイメージ⑤どのくらいの期
間日本で働きたいと思うか⑥日本の企業への就職が決まらなかった場合どうするか等をモリ
タリングすることも必要であるとも思われる。

以上



-72-

9．事業終了後に実施予定の取組及び成果の普及方案

更なる岡山への留学・修学・就職のワンストップ岡山をめざす。

インド視察で成功した現地大学とのMOU締結に基づき、日本へ留学したい学
生を誘致。具体的には、本事業でつくった人的なプラットフォームを活用す
ることで、学校説明会や、交流会を開催。さらに、多言語ウェブサイトや動
画で周知することにより、留学だけでなく、学修、就職という成功体験を留
学希望者へ植え付ける。また、日本語等学習アプリ活用により、来日前より
初中級日本語を学修し、岡山での生活や、学修をより円滑に進めるうえで大
きなアドバンテージになる。在籍管理システム等は、留学生管理に活用する。

また、留学生に対して、就職マッチングシステムの活用と、就職説明会を開
催することにより、就職マッチングの機会を提供する。多言語動画等の効果
で、岡山在住の先輩の就職成功例が広く認知され、連鎖的な留学希望者の更
なる増加を見込む。

〇本事業終了後の活用方針

本事業を実施することで、継続的に海外在住の外国人が日本留学を志すきっ
かけになる事業とする。

コロナ禍で減少した留学生も戻りつつあるいま、地方都市の岡山県を選択し
てもらうため、本事業で協力関係を構築した「岡山県専修学校各種学校振興
会留学生委員会」では、就職後のサポート体制も想定し、定例会議（各担当
者）を行い、さらなるアップデートをしていく。

インド視察で連携協定MOU締結した学校等へも広報を充実させ、閲覧者、ア
プリのダウンロード数量的拡大を行い、さらなる複数国への開拓を行う。

本事業で制作した成果物を活用し、岡山県にあまねく留学生を招致する契
機とする。
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余白
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令和5年度「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・就学・就職の

岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

成果報告書

本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業
として、≪受託者の名称≫が実施した令和５年度「専修学校留学生の
学びの支援推進事業」の成果をとりまとめたものです。
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